
とみおか
広 報

富岡第一小学校（2008年３月撮影）

my hometown TOMIOKA

2014.３月　お知らせ版

卒業式Tomioka photo album

とみおかとみおか

　福
島
県
で
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
や
公
共
施
設
な
ど
に
あ
る
車
い
す

使
用
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
、
本
当
に

必
要
と
し
て
い
る
方
が
利
用
し
や
す
い

環
境
に
整
備
す
る
た
め
、
障
が
い
者
、

高
齢
者
、
難
病
患
者
、
妊
産
婦
の
方
な

ど
に
対
し
て
、
当
該
駐
車
場
の
利
用
証

を
発
行
す
る「
お
も
い
や
り
駐
車
場
利

用
制
度
」を
実
施
し
、
併
せ
て
他
県
で

発
行
す
る
利
用
証
と
の
相
互
利
用
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
、
同
様
の
制
度
を
実
施
す

る
30
府
県
間
で
利
用
証
の
相
互
利
用
を

行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
た
に
大
阪

府
が
加
わ
り
、
２
月
１
日
か
ら
31
府
県

の
協
力
施
設
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　「
お
も
い
や
り
駐
車
場
利
用
制
度
」

は
、
皆
さ
ま
の「
お
も
い
や
り
」に
よ
っ

て
運
用
さ
れ
る
制
度
で
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
制
度
導
入
府
県

　岩
手
県
・
山
形
県
・
福
島
県
・
茨
城
県

　栃
木
県
・
群
馬
県
・
新
潟
県
・
福
井
県

　山
梨
県
・
静
岡
県
・
三
重
県
・
滋
賀
県

　京
都
府
・
大
阪
府
・
兵
庫
県
・
鳥
取
県

　島
根
県
・
岡
山
県
・
広
島
県
・
山
口
県

お
も
い
や
り
駐
車
場
の
利
用
に
つ
い
て

法
人
県
民
税
等
の
申
告
・
納
付
等

期
限
の
延
長
措
置
解
除
に
つ
い
て

県
民
健
康
管
理
調
査
・
基
本
調
査

問
診
票「
簡
易
版
」が
で
き
ま
し
た

　徳
島
県
・
香
川
県
・
愛
媛
県
・
高
知
県

　福
岡
県
・
佐
賀
県
・
長
崎
県
・
熊
本
県

　大
分
県
・
宮
崎
県
・
鹿
児
島
県

問
健
康
福
祉
課 

福
祉
係

　相
双
保
健
福
祉
事
務
所
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　県
庁 

高
齢
福
祉
課

　☎
０
２
４-

５
２
１-

７
１
９
７

　震
災
以
降
、
こ
れ
ま
で
富
岡
町
に

本
店
を
置
く
法
人
に
係
る
法
人
県
民

税
、
法
人
事
業
税
及
び
地
方
法
人
特

別
税
の
申
告
・
納
付
等
の
期
限
を
延

長
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
こ

の
延
長
措
置
を
終
了
し
ま
す
の
で
、

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
申

告
・
納
付
の
手
続
き
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　つ
き
ま
し
て
は
、
２
月
下
旬
に
お

知
ら
せ
等
を
送
付
す
る
全
法
人
に
対

し
、
申
告
・
納
付
に
必
要
な
書
類
を

送
付
い
た
し
ま
し
た
。
書
類
が
届
い

て
い
な
い
等
の
お
問
合
わ
せ
は
福
島

県
相
双
地
方
振
興
局
県
税
部
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
具
体
的
な
申
告
・

納
付
な
ど
に
つ
い
て
は
最
寄
り
の
各

地
方
振
興
局
県
税
部
ま
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
福
島
県
相
双
地
方
振
興
局
県
税
部
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　福
島
県
と
県
立
医
科
大
学
で
は
、

震
災
後
４
ヵ
月
間
の
外
部
被
ば
く
線

量
を
推
計
す
る
基
本
調
査
に
つ
い

て
、
よ
り
記
入
・
回
答
が
し
や
す
い

問
診
票
の
簡
易
版
を
作
成
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
簡
易
版
は
、
避
難
等
の

移
動
回
数
が
少
な
い
方
に
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

　簡
易
版
の
使
用
が
可
能
か
に
つ
い

て
お
調
べ
し
ま
す
の
で
、
基
本
調
査

問
診
票
の
回
答
が
お
済
み
で
な
い
方

は
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
簡
易
版
は
各
市
町
村
配
布
窓

口
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

　調
査
の
結
果
は
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
将
来
の
健
康
管
理

の
た
め
に
も
是
非
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

問
福
島
県
立
医
科
大
学

　放
射
線
医
学
県
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　☎
０
２
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　（平
日

　９
時
〜
17
時
）



　福島県における原子力立地給付金は、国の「電源立地地域対策交付金制度」に基づき、東北電力（株）
から対象となる皆さまに年１回の交付を行っていました。福島第一原子力発電所事故の影響から、平
成23年度以降の交付が遅れていましたが、昨年10月～今年１月に平成23・24・25年度分の交付を行
いました。
　交付（口座振込・振替払出証明）を受けていない、もしくは対象であるか分からない方は下記までお
問合わせください。
▶今回の交付対象となる方
　平成23・24・25年度10月１日時点に富岡町において、東北電力（株）と電灯契約（照明や家庭用電気
機器の利用で電気を使う一般的な契約）を締結されていた方。

※東北電力から平成25年10月までに『東北電力からの「電気需給契約の終了」に関するお知らせ』が送付
されている方は、電灯契約が終了しておりますので平成25年度分は交付対象外です。

▶交付金額
　１年につき　11,196円（933円×12ヶ月） ※933円は、電灯契約1口あたり1ヶ月の交付金額です。

問一般財団法人電源地域振興センター 総務企画部 給付金審査課　☎03-6372-7304
【受付時間】平日 9:30～17:30

（3）　お知らせ版

お知らせ

　平成26年度より、所得証明書・固定資産評価証
明書・納税証明書等の税関係証明書を発行する際に
手数料がかかります。金額は右記のとおりです。

【郵便請求する場合の必要書類等】
①申請書（住所・氏名・電話番号・必要な証明書・
必要枚数を記載した書面）
②本人と確認できる身分証明書の写し（運転免許
証、旅券、保険証等）
③委任状（本人以外が申請する場合）
④手数料分の定額小為替（郵便局窓口でお求めくだ
さい）
⑤返信用封筒（切手を貼り、送付先を記入したもの）

問税務課 納税係

　70歳から74歳の方の医療費窓口負担は法律
上２割負担ですが、特例措置により現在は１割
負担とされています。平成26年度から、この特
例措置が右記のとおり見直されることとなりま
した。
　見直しに当たっては、平成26年４月２日以降
70歳の誕生日を迎える方から段階的に実施され
ます。
※現在は震災により、窓口負担はありません
（保険適用分のみ。ただし入院時食事代、接
骨院などの施術や補そう具などの療養費につ
いては除く）。

問住民課 国保年金係

【平成26年4月2日以降に70歳の誕生日を迎える方】
（誕生日が昭和19年4月2日以降の方）
70歳の誕生月の翌月（ただし、各月１日が誕生
日の方はその月）の診療から、窓口負担が２割
になります。ただし、一定の所得がある方は、
これまでどおり３割です。
【平成26年4月１日までに70歳の誕生日を迎えた方】
（誕生日が昭和19年4月１日までの方）
平成26年4月以降も医療費の窓口負担は１割の
まま変わりません。ただし、一定の所得がある
方は、これまでどおり３割です。

税関係証明書の発行について

福島県原子力立地給付金の交付について

～国民健康保険からのお知らせ～ 70歳から74歳までの医療費窓口負担について

項　目 単　位 金　額
所得証明書 200円
所得課税証明書 （1年1税目増す毎40円加算）
納税証明書
非課税証明書 １通 200円

１通 無料

評価額証明書
200円

公課証明書
（1筆1棟増す毎40円加算）課税台帳登録証明書

名寄帳写し交付 １納税義務者 200円

公図（A3）
地番のみ標記 500円

地番+所有者など 700円

その他の証明 １通 200円

１年１税目

１納税義務者

軽自動車納税証明書
（車検用）

・郡山事務所発行。
・他出張所は受付し、
　郡山事務所より郵送。

お知らせ版　（2）

お知らせ

　町民の皆さまが納付する町税は、町復興事業への基本となる貴重な財源です。しかしながら、町
内全域の避難指示が解除されていない現状を踏まえ、各税（固定資産税・国民健康保険税・軽自動
車税・町県民税）それぞれに減税措置を講じ、生活再建に向け、皆さまの負担軽減が継続されるこ
とになりました。

平成26年度の町税について

《軽自動車税》
　下表の軽自動車５車種で現在使用してい
る車が課税となります。富岡町内から持ち
出していない農耕車や原付バイクなどは、
職権にて減免といたします。納税通知書
は、５月中旬に発送しますので、６月末日
までに必ず納付してください。

※軽自動車税は、毎年４月１日を基準日と
して、軽自動車を所有している方に課税
されます。住所や名義の変更、廃車や譲
渡などで車を手放した場合は３月末まで
に最寄りの軽自動車検査協会で手続きを
行ってください。

《国民健康保険税》
　今年度も全額減免となりますので、納付
の必要はありません。減免決定通知書は７
月中旬に発送いたします。

《固定資産税》
　昨年度に引き続き、土地・家屋に対する
固定資産税は『課税免除』となり、納付の必
要はありません。課税明細書は８月中旬に
発送いたします。
　なお、償却資産（大臣・知事配分償却資
産、移動性償却資産を除く）については、旧
警戒区域に放置されたものは職権にて減免
しております。

《町県民税》
　昨年の所得額に応じて課税されます。所
得額は、確定申告書または会社で行う年末
調整を基に算出します。減免割合は下表の
とおりです。納税通知書は６月中旬に発送
しますので、必ず期限内に納付してくださ
い。なお、会社にお勤めの方は６月分の給
与から天引きとなります。

※災害により延長されておりました所得税
の申告・納付期限延長措置が解除され、
平成27年３月まで未申告の全ての年度を
申告する必要があります。早めの申告を
お願いいたします。

《法人町民税》
　災害により延長されていた所得税の申
告・納付期限延長措置が解除され、平成27
年３月まで申告する必要があります。各企
業へ法人町民税の申告書を順次送付します
ので、未申告分の事業年度がありました
ら、必ず申告納付してください。

平成25年中の合計所得金額 減免の割合
300万円以下の方 10分の10
300万円を超え400万円以下の方 10分の9
400万円を超え500万円以下の方 10分の7.5
500万円を超え750万円以下の方 10分の5
750万円を超え1,000万円以下の方 10分の2.5
1,000万円を超える方 10分の1

納付額

4,000円

四輪の乗用車 7,200円

四輪の貨物車（軽トラック等） 4,000円

四輪の乗用車 5,500円

四輪の貨物車（軽トラック等） 3,000円

課税となる車種

二輪の小型自動車

自
家
用

営
業
用

法人税割

資本金の金額 従業員数 税　額
50人以下 5万円
50人超 12万円
50人以下 13万円
50人超 15万円
50人以下 16万円
50人超 40万円
50人以下 41万円
50人超 175万円
50人以下 41万円
50人超 300万円

12.30%

均 等 割

1千万円以下

1千万円を超え1億円以下

1億円を超え10億円以下

10億円を超え50億円以下

50億円を超えるもの

◇お詫びと訂正◇
広報とみおか3月号2ページ、富岡町特別功労表彰受賞者の氏名に誤りがありましたので、お詫
びして訂正いたします。　　　誤：堀川　和也（岩井戸）　　正：堀川　一也（岩井戸）



この印刷物は、FSCⓇの基準に
従って認証され、適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
を使用して印刷しています。
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963-0201  福

島
県
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48-5　
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0120-33-6466　

FA
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：
024-961-3441
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岡
町
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ペ
ー
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w
w
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n.jp/

Eメ
ー
ル
は
富
岡
町
役
場
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
 メ
ー
ル
は
こ
ち
ら
か
ら
 を
ク
リ
ッ
ク
し
、各
課
あ
て
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

郡
山
駅
前
９
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場
発
　
新
池
下
団
地
行
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 ま
た
は
 大
槻
行
き
　
停
留
所
　
西
の
宮
停
留
所

お知らせ

消防に関するご意見ご質問等は、双葉消防本部富岡消防署楢葉分署　☎0240－25－2119

双葉消防本部　富岡消防署
～消すまでは　心の警報　ONのまま～ 

■春の火災予防週間がやってきました!!
　平成26年3月1日から3月7日までの7日間、平成26年春の火災予防運動が全国一斉に実施され
ます。これからの季節は空気が乾燥し、火災が発生しやすくなっていますので家庭や職場での
火の取扱いには注意しましょう!!この時期に家族や職場で火災や災害についてイメージし、ど
う行動するかを考えてみませんか？ イメージすることで万が一のとき、冷静に対処できる確率
は高くなります。

◇コンロやストーブ
　・出かけるときは、元栓をしっかり閉めましょう！
　・近くに燃えやすいものを置かないようにしましょう！
　・給油をするときは、スイッチを切ってから！

◇たばこ
　・寝たばこは絶対にしてはいけません。
　・水につけて確実に消火してください！
　・子どもの手の届くところには置かないでください！

◇ゴミの分別
　・ゴミはしっかり分別して各自治体のやり方を再確認！
　・ゴミ出しは回収日の朝に出すようにしましょう！
　・スプレー缶等はガスをしっかり抜いてください！
　・家のまわりは整理整頓　防火の一歩を踏み出そう！

■家の消防設備の点検をしてみましょう!!
◇消火器
　①消火器のある場所を家族や職場でチェックしましょう！
　②容器に破損がないかを確認してください！
　③消火器の有効期限を確認しましょう！
　④古い消火器の使用は危険ですので使用しないでください！

◇住宅用火災警報器
　①住宅用火災警報器があるかを家族でチェックしましょう！
　②電池が切れていないかを点検スイッチで確認してください！
　③火災が起きたらどうするかを家庭や職場で１度イメージして
　　みましょう！

春の火災予防週間（３月１日～７日）が始まりました！春の火災予防週間（３月１日～７日）が始まりました！


